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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

混合型肝癌は肝細胞・胆管細胞の両方向への分化傾向を示す腫瘍細胞が混在する

稀な肝癌であり、肝前駆細胞を起源とすることが示されてきた。SALL4 は高悪性度肝

細胞癌の前駆細胞マーカーであり、混合型肝癌の発癌においても何らかの役割を担

っていることが考えられる。混合型肝癌における SALL4 の役割を解析する目的で、切

除混合型肝癌組織を用いて免疫組織化学染色を行い、SALL4 および肝幹細胞関連因子

であるα-フェトプロテイン、グリピカン 3、EpCAM の発現を調べた。また、SALL4 発

現と臨床病理学的事項の関連について統計的に検討を行った。腫瘍細胞の核がびま

ん性に染色される SALL4 陽性症例は、混合型肝癌 90 例中 8 例(8.9％)であった。SALL4

の陽性度はα-フェトプロテイン、グリピカン 3、EpCAM の陽性度と有意に相関してい

たが、予後との関連は認めなかった。以上に示した高悪性度肝細胞癌における前駆細

胞マーカーである SALL4 は肝前駆細胞由来の混合型肝癌でも発現しており、SALL4 の

発現は幹細胞関連因子の発現と相関関係あるという実験結果は、SALL4 が混合型肝癌

の発癌メカニズムに関与しているという可能性を示唆していると考えられた。 

 以上の成績は比較的予後不良である混合型肝癌の治療法発展に重要な知見を加え

た意義あるものと考えられる。本論文についての試験はまず論文の研究目的、方法、

実験成績などについて説明を求め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及び

これに関連した事項について種々質問を行ったが適切な回答を得た。 

 よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。 


